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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第48期

第３四半期連結
累計期間

第49期
第３四半期連結
累計期間

第48期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
４月１日
至平成24年
12月31日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

売上高（千円） 5,951,4558,576,3759,100,410

経常利益（千円） 360,1941,253,287760,344

四半期（当期）純利益（千円） 258,391 878,835 555,099

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
217,678 953,192 595,093

純資産額（千円） 5,170,3976,329,2395,547,812

総資産額（千円） 9,189,48811,399,5249,079,733

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
45.14 153.52 96.97

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 56.3 55.5 61.1

　

回次
第48期

第３四半期連結
会計期間

第49期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
10月１日
至平成24年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
34.16 75.51

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社における異動は以下のとおりであります。

（中国）

非連結子会社であった日門（江西）建材有限公司は、連結財務諸表に与える重要性が増してきたことから、第２四半

期連結会計期間より、連結の範囲に含めております。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、復興需要による内需引き上げを背景として、緩やかな回復基

調にあるものの、海外経済の減速による輸出や生産の鈍化、長期化するデフレや不安定な為替相場等、先行きの不透

明感は払拭できない状況が続いております。

また、住宅業界では、住宅ローンの金利優遇制度等の住宅取得支援政策を背景に、新設住宅着工戸数は緩やかに持

ち直す傾向も見受けられました。

このような状況のもと、当社グループは、国内で安定した利益を確保できるよう、生産性の向上や徹底した経費削

減を継続的に推進し、原価低減に取組みました。また、主力製品である室内ドアの販売に加え、収納家具を積極的に

販売することで一住戸当たりの売上増を図るなど、収益性の改善に努めました。拡販活動といたしましては、将来の

成長に繋がる高齢化社会に対応した製品開発を通じ、マーケットの新規開拓にも注力いたしました。

一方、中国経済は、政策金利や預金準備率の引下げなど政府による金融緩和政策が実施されたものの、欧米諸国の

金融・債務危機の影響による輸出の伸び悩みなど中国経済減速の長期化が懸念されます。

しかしながら、マンション市場が主力を占める中国の住宅市場は、中国政府の保障性住宅の整備を背景に、内陸部

等地方都市を中心に高い成長が、継続するものと見込まれております。

また、中国政府の内装付き住宅の推進により、当社グループの主力製品である室内ドア等、内装部材に対する需要

は堅調であります。このことから、中国国内では生産設備を大幅に増強した高付加価値製品（高級塗装ドア）の受

注活動を一層積極的に行い、シェアの確保と取引先の新規開拓を推進いたしました。また、中国内陸部への供給体制

の拡充を図るため、江西省宜春市に既存の２工場を合わせた生産能力を持つ中国国内で３ヶ所目となる製造子会社

を設立し、早期の操業開始に向けて準備を行っております。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における受注残高は、国内では前連結会計年度末より685百万円増加し

3,275百万円となり、中国では前連結会計年度末より627百万円増加し3,623百万円と順調に推移いたしました。　

当第３四半期連結累計期間の売上高は8,576百万円（前年同期比44.1％増）、営業利益1,256百万円（前年同期比

275.7％増）、経常利益1,253百万円（前年同期比247.9％増）、四半期純利益878百万円（前年同期比240.1％増）と

なりました。  

　セグメントの業績は次のとおりであります。

①日本

　国内市場では、当第３四半期連結累計期間の売上高は4,305百万円（前年同期比2.6％増）となりました。また、

セグメント利益につきましては357百万円（同419.4％増）となりました。

②中国

　中国市場においては好調な受注を背景に、当第３四半期連結累計期間の売上高は4,455百万円（前年同期比

151.6％増）となりました。また、セグメント利益は899百万円（同238.5％増）となりました。

　

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は13百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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(4）生産、受注及び販売の実績　

　当第３四半期連結累計期間において、中国事業の生産、受注及び販売実績が著しく増加しました。

①生産実績

　当第３四半期連結累計期間の生産実績をセグメントごとに示すと次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

前年同四半期比（％）

日本（千円） 3,921,875 104.3

中国（千円） 3,469,531 239.9

合計（千円） 7,391,406 142.0

（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

②受注状況

　当第３四半期連結累計期間における受注状況をセグメントごとに示すと次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（千円） 前年同四半期比（％） 受注残高（千円） 前年同四半期比（％）

日本 4,819,123 100.5 3,275,001 119.7

中国 5,070,505 139.6 3,623,520 107.5

合計（千円） 9,889,628 117.4 6,898,521 113.0

（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

③販売実績

　当第３四半期連結累計期間の販売実績をセグメントごとに示すと次のとおりであります。　

セグメントの名称
当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

前年同四半期比（％）

日本（千円） 4,133,143 98.5

中国（千円） 4,443,232 253.3

合計（千円） 8,576,375 144.1

（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,400,000

計 22,400,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,100,000 6,100,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株

計 6,100,000 6,100,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成24年10月１日～

平成24年12月31日
― 6,100,000 ― 866,000 ― 691,000

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    375,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　5,723,200 57,232 －

単元未満株式 普通株式      1,200 － －

発行済株式総数 6,100,000 － －

総株主の議決権 － 57,232 －

 

②【自己株式等】

 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ニホンフラッシュ株式会社
徳島県小松島市

横須町５番26号
375,600 － 375,600 6.16

計 － 375,600 － 375,600 6.16

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 764,817 1,105,753

受取手形及び売掛金 ※1
 3,090,310

※1
 4,472,414

電子記録債権 427,740 515,423

商品及び製品 279,020 573,836

仕掛品 121,973 128,168

原材料及び貯蔵品 321,795 374,220

繰延税金資産 26,107 28,031

未収入金 30,762 68,351

その他 38,227 59,276

貸倒引当金 △46,000 △43,000

流動資産合計 5,054,756 7,282,476

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 943,404 1,030,711

土地 962,125 962,125

その他（純額） 549,998 671,004

有形固定資産合計 2,455,529 2,663,841

無形固定資産

その他 121,933 119,833

無形固定資産合計 121,933 119,833

投資その他の資産

投資有価証券 744,306 881,991

関係会社出資金 278,400 44,700

会員権 73,047 72,995

繰延税金資産 183,316 139,553

その他 169,108 194,797

貸倒引当金 △664 △664

投資その他の資産合計 1,447,515 1,333,373

固定資産合計 4,024,977 4,117,048

資産合計 9,079,733 11,399,524
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※1
 1,804,075

※1
 1,953,649

短期借入金 582,295 1,345,802

1年内返済予定の長期借入金 23,070 23,132

未払金 291,325 442,571

未払法人税等 61,041 246,106

未払消費税等 13,469 27,185

賞与引当金 47,219 22,841

その他 204,355 552,193

流動負債合計 3,026,852 4,613,484

固定負債

長期借入金 37,488 26,023

退職給付引当金 208,399 171,596

長期未払金 259,180 259,180

固定負債合計 505,067 456,800

負債合計 3,531,920 5,070,284

純資産の部

株主資本

資本金 866,000 866,000

資本剰余金 691,000 691,000

利益剰余金 4,420,407 5,127,510

自己株式 △260,889 △260,922

株主資本合計 5,716,518 6,423,587

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △14,569 65,292

為替換算調整勘定 △154,135 △159,640

その他の包括利益累計額合計 △168,705 △94,348

純資産合計 5,547,812 6,329,239

負債純資産合計 9,079,733 11,399,524
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 5,951,455 8,576,375

売上原価 4,092,424 5,702,338

売上総利益 1,859,031 2,874,037

販売費及び一般管理費 1,524,615 1,617,681

営業利益 334,415 1,256,356

営業外収益

受取利息 750 1,126

受取配当金 18,046 19,180

受取賃貸料 13,476 13,984

その他 10,301 9,916

営業外収益合計 42,574 44,208

営業外費用

支払利息 9,891 37,549

為替差損 3,963 4,708

その他 2,940 5,018

営業外費用合計 16,795 47,276

経常利益 360,194 1,253,287

特別損失

固定資産除却損 － 10,237

特別損失合計 － 10,237

税金等調整前四半期純利益 360,194 1,243,050

法人税等 101,803 364,214

少数株主損益調整前四半期純利益 258,391 878,835

四半期純利益 258,391 878,835
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 258,391 878,835

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △18,292 79,861

為替換算調整勘定 △22,419 △5,504

その他の包括利益合計 △40,712 74,357

四半期包括利益 217,678 953,192

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 217,678 953,192

EDINET提出書類

ニホンフラッシュ株式会社(E00640)

四半期報告書

11/17



【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
　　至　平成24年12月31日）　

（連結の範囲の重要な変更）

　日門（江西）建材有限公司については、重要性が増したため、第２四半期連結会計期間より連結の範囲に含めておりま

す。　

　

　

　

【会計方針の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産について

は、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。　

　

　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見

積実効税率を乗じて計算しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　四半期連結会計期間末日満期手形 

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でした

が、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のと

おりであります。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形 43,842千円 24,101千円

支払手形 239,408千円 215,301千円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

減価償却費 147,324千円 147,847千円

   

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

配当金支払額

  （決　議） 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年５月13日

取締役会
普通株式 114,488 20 平成23年３月31日 平成23年６月13日利益剰余金

　　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

配当金支払額

  （決　議） 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年５月10日

取締役会
普通株式 114,488 20 平成24年３月31日 平成24年６月11日利益剰余金

平成24年11月９日

取締役会
普通株式 57,243 10 平成24年９月30日 平成24年11月27日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
　（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

日本 中国 計

売上高      

外部顧客への売上高 4,197,0011,754,4545,951,455 － 5,951,455
セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 16,745 16,745△16,745 －

計 4,197,0011,771,1995,968,201△16,7455,951,455

セグメント利益 68,786 265,628334,415 － 334,415

（注）１.調整額はセグメント間取引消去によるものであります。

２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。

 　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
　（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

日本 中国 計

売上高      

外部顧客への売上高 4,133,1434,443,2328,576,375 － 8,576,375
セグメント間の内部
売上高又は振替高

172,326 12,587 184,914△184,914 －

計 4,305,4704,455,8198,761,290△184,9148,576,375

セグメント利益 357,264899,0911,256,356 － 1,256,356

（注）１．調整額はセグメント間取引消去によるものであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 45円14銭 153円52銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 258,391 878,835

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 258,391 878,835

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,724 5,724

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

平成24年11月９日開催の取締役会において、当期の中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　(イ)配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・57,243千円

　(ロ)一株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・10円00銭

　(ハ)支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・平成24年11月27日

（注）平成24年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

   平成25年２月８日

ニホンフラッシュ株式会社  

 取締役会　御中   

 有限責任監査法人トーマツ  

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 後藤　紳太郎　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 秦　一二三　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているニホンフラッシュ

株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日

から平成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ニホンフラッシュ株式会社及び連結子会社の平成24年12月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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